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リチウムイオン電池は、バッテリー家電が普及した昨今、便利なものである反面、
適切な方法で廃棄しないと火災に繋がる危険性があります。リサイクルの森では万
が一の火災に備え、消防設備の整備や年に 2 回消防訓練を実施しています。皆さ
まに安心して安全にごみ処理を行っていただくために、これらの取り組みやリチウ
ムイオン電池の正しい廃棄方法について、広くご理解いただきたいと考えています。

リチウムイオン電池
出し方を間違えると危険です！

夏休みイベント

2025年８月24日（日）
午前の部 10時00分から　
午後の部 13時00分から
（約90分間のプログラムです。）
桑名広域清掃事業組合　リサイクルの森　
　（桑名市多度町力尾字沢地4028）
午前の部　午後の部　管理棟２階　ホール
詳しくはホームページをご覧ください。
対象：桑名市・木曽岬町・東員町在住者。
体験プログラムは、先着順の事前予約制となります。
参加ご希望の方は下記期間に「リサイクルの森ホームページ」
からネット予約にてご応募ください。
小学生以下は保護者同伴でお願いいたします。
8月1日(金)から
　※定員に達ししだい締め切ります。
リサイクルの森　くわなＥサービス
（TEL 0594-87-5133/FAX  0594-87-5152）

開催日時

会　　場

実施内容・定員
参加対象

応募期間

お問合せ先

「第2回 ソーラーカーを作って走らせよう」

ホームページは
こちらから
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　可燃ごみや粗大ごみのごみピットの中で発火しました。幸い大事に至る前に消火できましたが、大きな
火災につながりかねない事象が起きています。出し方を間違えると危険ですが、きちんと分別して出すとリ
サイクルすることが可能です。

　リチウムイオン電池は下記図のような製品に使われています。ごみとして出す前
にもういちど確認をお願いします。きちんと分別して出せばリサイクルが可能とな
り、環境にも優しくなります。

【リサイクルの森　お持込み注意点】　 担当窓口：0594-87-5133
・リチウムイオン電池本体、モバイルバッテリーは、持込みをお断りしています。
・小型家電は、バッテリー(乾電池、リチウムイオン電池を含む)を取り外してお持込みください。
　取り外しをできない物については持込みをお断りしています。

リチウムイオン電池本体・モバイルバッテリーの出し方は各市町によっ
てルールが違いますので、下記の窓口にお問い合わせください。

●桑名市　　担当窓口：桑名市環境対策課　0594-24-1436

●木曽岬町　担当窓口：木曽岬町住民課　0567-68-6103

●東員町　　担当窓口：東員町みらい環境課　0594-86-2807

　ごみピットで火災が発生すると非常に危険なため、当施設ではごみ
ピットの表面温度を計測監視しています。表面温度が１２０度以上に
なると放水銃が自動的に該当箇所へ放水する仕組みになっています。
放水銃は 2 基備わっています。

消防署の方 と々一緒に
訓練を行います。

建物の高層階から救出
している様子

火災があった場合は消防署と映像通報
システムにつなげ、火災の状況を見て
もらいながら指示をもらっています。

リチウムイオン電池を使用している電化製品リチウムイオン電池を使用している電化製品令和６年度リチウムイオン電池が原因によるもの
　　　　　　　　　　　と思われる発火事象は５件！！
令和６年度リチウムイオン電池が原因によるもの
　　　　　　　　　　　と思われる発火事象は５件！！

消防設備も備わっています。消防設備も備わっています。

リサイクルの森では発火や火災に備えて
　　　　　　　　　　　　　消防訓練を行っています。
リサイクルの森では発火や火災に備えて
　　　　　　　　　　　　　消防訓練を行っています。

放水銃

⬅⇦
拡大

正しく使って
正しく出しましょう！！

皆さまのご協力をお願いいたします。


